
①　口座開設の種類を選びましょう。個人の場合は「個人」を選んでください。

契約締結前交付書面を読んで、各種重要事項の同意・承諾に
チェックマークを入れていきましょう。
「FXは損をすることもある」など、一般的な説明が書かれているだけ
なので、ざっと読むかとりあえず同意をしておけば大丈夫です。

②

「私は米国市民（米国籍保有者）又は米国居住者ではありません。」に
チェックを入れましょう。
米国在住者は口座開設出来ないので注意して下さい。

「私は外国PEPsに該当しません」にチェックを入れましょう。
外国PEPsとは、外国の政府等において重要な地位を
占める者とその地位にあった者、それらの家族等を指すので、
普通は当てはまりません。

③

④

日本に住んでいる場合は、特定取引を行う者の届出に
「はい」を選択してください。

⑤

名前、性別、生年月日、電話番号、メールアドレス、住所、職業などの
個人情報を入力しましょう。

⑥

年収、資産などの財務情報を入力します。こちらは証拠を提出する必要は
ないので、だいたいの数値で大丈夫です。

⑦

投資目的を入力しましょう。だいたいで大丈夫です。
⑧

ご自由に選択ください

入力を終えたら「確認画面へ」を押しましょう。
ただし、財務情報や、投資目的、経験などを総合的に判断され、
口座が作れない場合があります。
これらは、証拠などを提出する事はありませんが、
FX会社的に「やめといた方がいい」という判断・助言でもありますので、
真摯に受け止め、財務などを整え直してから
再度FXにチャレンジする方が良いと思います。


